
信頼と活力を生む学校づくりを目指して 令和4年度7月　鹿嶋市立鹿島小学校　学校評価アンケートの結果　　　　令和４年9月
　 7月に実施しました学校評価の結果についてお知らせいたします。本年度も新型コロナウイルス感染拡大防止の措置により，様々な学校行事が縮小・中止等となりましたが，そのような中，アンケートへのご協力をいただいたことに心より感謝申し上げます。これらの学校評価結果を受け
て，今後，さらに保護者や地域の皆様の信頼に応え，家庭，地域と一体となった活力のある教育活動を展開していきたいと思います。よろしくお願いいたします。
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（３）心の教育（生命命尊重・規範意識の醸成・郷土愛の育み）

学校は，生命を大切にする心，社会のルールを守る
態度及び郷土を理解する心を育む教育をしている。

（２）安心できる学級・環境づくり
学校は，いじめのない学校，学級，環境づくりに取り

組んでいる。

（１）子ども理解を基盤にした発達支援教育

学校は，子ども一人一人を理解し，大切にしてい

る。

（２）学ぶ意欲を向上させる授業の工夫
先生は，子どもの興味や意欲を高める授業を工夫し

ている。

（１）基礎・基本の定着

学校では，基礎的な学力が身に付くような分かりや

すい授業をしている。

（４）安全管理
学校は，子どもの安全確保や健康管理のための取

組を十分行っている。

（２）家庭・地域との連携
学校は，家庭・地域と積極的に連携・協力してい

る。

（１）相談体制
学校は，個別面談や教育相談等が充実し，相談がし
やすい。

保 護 者

３ 開かれた学校

２ 子ども理解

１ 分かる授業，楽しい授業

（３）情報の提供
学校は，学校の情報や子どもの様子をお便りやホー

ムページ，その他の方法で情報をよく発信している。

（３）個に応じた支援
先生は，子どもに応じた学習の手助けを行ってい

る。

（５）ICTの活用
ICT(Chromebook等）を使って，考えを広めたり
深めたりしている。
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教 職 員

（１）基礎・基本の定着
基礎・基本の定着を図るための指導方法，形態を

工夫し，成果を上げている。

１ 分かる授業，楽しい授業

（２）学ぶ意欲を向上させる授業の工夫
子どもの意欲を高めるような楽しい授業を行っ

ている。

（３）個に応じた支援

授業中に，個に応じた支援を行っている。

２ 子ども理解

２（１）子ども理解を基盤にした発達支援教育
児童一人一人の個性を理解し，適切な指導・支援

をしている。

２（２）安心できる学級・環境づくり
児童一人一人が安心でき，所属感のある学級づく

り・環境づくりに取り組んでいる。

２（３）心の教育（生命尊重・規範意識の醸成・郷土愛の育み）

生命を大切にする心，社会のルールを守る態度及び郷土を

理解する心を育む指導をしている。また，家庭・地域者社会と

の連携・協力の推進により郷土を愛する心を育む指導をして

いる。

３ 開かれた学校
３（１）相談体制

学校は，個別面談や教育相談の場を活用し，子ど
もや保護者の話をよく聴いている。

３（２）家庭・地域との連携
学校は，日頃の教育活動に，家庭や地域の協力を

得る機会を設けている。

３（３）情報の提供
学校は，学校の情報や児童の様子を，適切な方法

で保護者や地域に伝えている。

３（４）安全管理
学校は，安全計画・危機管理マニュアル等によって

組織的に安全管理がなされている。

（４）表現力の向上
自分の思いや考えを話したり書いたりするこ
とができる。

（５）ICTの活用
ICT(Chromebook等)を使って，考えを広めたり
深めたりしている。

0%

子ども理解について
児童の７％，保護者の１７％が「安心できる学級・環境づ

くりに取り組んでほしい」と考えています。定期的な学校生

活アンケートや児童との教育相談だけでなく，日々の児童

の様子をしっかりと見取り，対話をしながら全教職員で児童

と関わってまいります。すべての児童が安心・安全に学校

生活を送ることができるよう，家庭との連絡を密にし，早期

発見・早期解決に努めてまいります。また，保護者の１５％

が子ども一人一人を

理解し，大切にしてほしいと考えています。一人一人に応じ

た言葉かけ，対応ができるようにしてまいります。

開かれた学校について
「学校では，個別相談や教育相談が充実し，相談がし

やすい」という項目に関しては，２３％の保護者が相談の

しにくさを感じています。学校と家庭とのより一層の信頼

関係づくりが必要であるといえます。細やかに連絡を取り

合い，連携を深めていきながら，何でも相談できる体制を

つくってまいります。 また，学校と家庭を結ぶツールとして

のＣhromebookの活用についても改善を図りながら取り組

んでまいります。今後も，家庭や地域の皆様からのご意

見を反映させ，地域とともにある学校をめざしてまいりま

す。

分かる授業・楽しい授業について
「基礎・基本の定着」について，９８％の児童が肯定的な回

答をしており，分かる授業を実感しているようです。保護者か

らも９０％の肯定的な回答をいただきました。平成３１年度か

ら本校の研究テーマとなっている「表現力」については，児童

９４％の肯定的な回答を得た一方で，保護者からの肯定的な

回答は８３％でした。表現力の定着について，児童の学びの

見える化と併せて今後も学校全体で取り組む必要があると考

えております。また，ＩＣＴ機器を有効に活用しながらの個の学

び，協働的・探究的な学びの一層の推進を図ってまいります。

アンケートの結果から
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（３）心の教育（生命尊重・規範意識の醸成・郷土愛の育み）

学校で，命の大切さや社会のきまり，郷土

のことについて教えてもらっている。

（２）学ぶ意欲を向上させる授業の工夫

先生は「知りたい」「やってみたい」「できるよ

うになりたい」と思うような授業をしてくれる。

（１）基礎・基本の定着

先生は，分かりやすく勉強を教えてくれる。

（２）安心できる学級・環境づくり

わたしのクラスは楽しく，教室は安心できる

場所である。

（１）子ども理解を基盤にした発達支援教育

先生は，がんばっていることをほめてくれた

り，困ったときに助けてくれたりする。

（３）個に応じた支援

勉強が分からない時には，先生が手助けを

してくれる。

児 童

１ 分かる授業，楽しい授業

２ 子ども理解

３ 開かれた学校
（１）相談体制

学習や生活などについて，学校の先生に相

談しやすい。

４ 自分の生活から

（１）だれとでもなかよく生活している。

（２）あいさつをきちんとしている。

（５）夜の１０時には寝ている。

（４）朝食を毎朝とっている。

（３）自主学習にすすんで取り組んでいる。

（４）表現力の向上

自分の思いや考えを話したり書いたりする

ことができる。

（５）ＩＣＴの活用

ICT(Chromebook等)を使って，考えを広めた

り深めたりしている。

心豊かな子を育みます
あいさつがきちんとできる児童 ９５％（本年度目標７０％以上）

学校が楽しいと実感できる児童 ８９％（本年度目標９０％以上）

よく学ぶ子を育みます
自分の思いや考えを表現する児童 ９４％（本年度目標９０％以上）

Chromebookを活用する児童 ９７％（本年度目標９０％以上）

自立する子を育みます
個別の指導計画の作成及び活用 １００％（本年度目標１００％以上）

在籍・通級児童の個別の教育支援計画の作成及び活用

１００％（本年度目標８０％以上）

たくましい子を育みます
体力テストＡ＋Ｂの割合 県による集計中（本年度目標５０％以上）

２２時前に就寝する児童 ８４％ （本年度目標９０％以上）

（４）表現力の向上
自分の思いや考えを話したり書いたりすること


